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研究成果の概要：エスニック・マイノリティが民族的ナショナリズムを形成するプロセスにお
いて、ミス・コンテストが果たした役割について研究を行った。ナヴァホ社会におけるミス・
コンテストは、美人コンテストとして始められたが、間もなく容姿に代表される「女性美」は
審査項目から外され、ナヴァホの民族性を代表する知性と教養、伝統文化への知識を兼ね備え
た若い女性が「文化的指導者」として選ばれるようになった。ミス・コンテストは伝統文化を
復興させる装置として機能し、民族的ナショナリズムを形成する上で重要な役割を果たしてき
たのである。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 1,300,000 0 1,300,000 
2007年度 900,000 0 900,000 
2008年度 600,000 180,000 780,000 

年度    
  年度    

総 計 2,800,000 180,000 2,980,000 
 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学/民俗学 
キーワード：ナヴァホ、ジェンダー、アメリカ先住民、ミス・コンテスト、ナショナリズム、
文化人類学、経済開発、文化復興運動 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）米国におけるナヴァホの女性をめぐ
る文化人類学的研究には、母系社会の中心
的存在として親族に強大な影響力をもつ年
輩の女性や、家畜の所有者として経済的に
強い立場にたつ女性についての研究が最も
多かった。1980 年代以降は、家畜の屠殺政

策（1930 年代）によって引き起こされた女
性の地位の低下と、近代化による主流社会
的な性別役割分業の浸透を検証する研究が
中心となっている。これらの研究のほとん
どは、伝統的な生活を送るナヴァホ女性を
対象としており、ドメスティックな領域に
おける性別役割分業の研究に重点を置いて
いる反面、近代的な社会において公的な領



域で活躍するナヴァホ女性たちについては
ほとんど取り上げていない。また、研究者
の多くがアングロ系の男性であり、ステレ
オタイプ的ナヴァホ女性観を、それがステ
レオタイプであるという自覚もなく説明に
用い、男女関係の相補的・調和的な側面を
強調する一方で、性による利害の対立や権
力関係への視点を欠落しがちな傾向が認め
られる。 
 
（２）ミス・コンテストは共同体において
共有される「シンボル」や「実践」におい
て、「エスニシティ」と「女らしさ」を明
確に定義するものである。つまり共同体の
アイデンティティ形成において、ミスに選
ばれる女性は、ジェンダー化されたナショ
ナリスト的表象といえよう。そのような観
点からミス・コンテストを考察すると、単
なる美人コンテスト以上の民族誌学的重要
性が見いだされる。 
 
しかし、ナショナリズムの研究は、戦争や
「男らしさ」、男性の女性や少数者に対す
る優位性の枠組みで語られることが一般的
となっている。本研究がテーマとするジェ
ンダーとナショナリズムの形成、共同体の
アイデンティティ形成という観点にたつ研
究は、まだほとんど行われていない。 
 
以上より、ミス・コンテストの多重的な機
能に着目する研究、およびジェンダー理論
を援用したナショナリズム形成についての
研究を行う必要性を強く感じた。また、そ
のような観点からの研究は、ミスコン批判
と「ミスコン批判」に対する批判が主流と
なっている日本のミス・コンテスト研究に、
新たな理論的枠組みを提示できる可能性が
あると思われる。 
 
２．研究の目的 
(1) エスニック・マイノリティが民族的ナシ
ョナリズムを形成するプロセスにおいてミ
ス・コンテストが果たした役割について照準
をあてつつ、システマティックな研究をする
ことによってナショナリズムとジェンダー
についての文化人類学的研究を行うこと。 
 
(2)ナヴァホ社会におけるジェンダーについ
ての研究を、外国人女性研究者が実施するこ
とによって、アングロ系男性研究者を中心と
する従来の研究とは違う新たな視点からと
らえなおすこと。 
 
 (3) ナショナリズムの研究を、戦争や「男

らしさ」、男性の女性や少数者に対する優
位性の枠組みで語るのではなく、女性とい
うジェンダーに視点をおいて、ジェンダー
とナショナリズムの形成、共同体のアイデ
ンティティ形成という観点にたつ研究を行
うこと。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 海外現地調査：アメリカ合衆国南部に位
置するナヴァホ・インディアン居留地にて現
地調査によるデータ収集を行った。 
 
①１９８０年代から１９９０年代末にかけ
て開催されたミス・コンテストについての調
査を実施。当時の写真・映像資料や新聞など
のメディアにおける情報を収集した。 
 
②１９９０年年代末にかけてミス・ナヴァ
ホ・ネイションに選ばれた女性たちを個別に
訪問し、彼女たちへのインタビューを中心に
２０世紀後半に求められた民族を代表する
「理想的」な女性像についてのデータを収集
した。 
 
③２００６年度と２００７年度のミス・コン
テストの様子を写真およびビデオに撮影し、
映像記録データとして収集するとともに、コ
ンテストに関係した人々へのインタビュー
を実施した。 
 
④調査を実施するにあたり、ナヴァホ・ネイ
ションの政府機関(Navajo Nation Historic 
Preservation Department)より研究計画につ
いての審査を受け調査の許可を得た。正式な
許可を受けたことで、ミス・ナヴァホ事務所
（Office of Miss Navajo Nation）やテレビ
局（Navajo Nation TV5）、地元住民から予想
以上の協力を得ることができ、特に映像デー
タやインフォーマント選定において、大きな
成果をあげることができた。 
 
⑤インフォーマントには本調査が正当な目
的のための調査であることを十分に説明し
た。インタビューを行うにあたり、研究の目
的、および対象者の人権と利益の保護への説
明を行い、同意を得られた場合にだけコンセ
ント・フォームに署名してもらい実施した。
収集したデータは、研究者が責任をもってセ
キュリティ・キャビネットにおいて管理し、
データベース化した後は棄却するものとし
た。なお、データベースは人物を個人名では
なくコード化した連番で示し、セキュリテ
ィ・ロックしたシステムに保存している。 
 
（２）理論・事例研究 
 



近代社会におけるジェンダーポリティクス、
ナショナリズム、エスニシティ、女性美をめ
ぐる身体性などについての理論や事例を、日
米両国の研究成果を中心に研究した。 
 
４．研究成果 
 
（１）米国南西砂漠地帯に位置するナヴァ
ホ・ネイションは、米国最大規模の先住民族
人口を誇り、言語や宗教をはじめとする伝統
文化を継承しながら近代化をとげた社会で
ある。ナヴァホ社会では１９５０年代よりイ
ンディアン局が中心となって社会経済開発
が進められた。鉱物資源開発によって雇用が
促進され、道路や上下水道が整備されていき、
英語による学校教育が徹底された結果、１９
７０年代には都市部において英語話者が一
般的となり、アングロ系主流社会の文化的価
値観が伝統的文化観を圧倒するほどになっ
た。そのような「白人の文化」に対抗し、民
族独自の文化的価値観を守るために伝統文
化を全面に押し出した行事が奨励されてい
ったのである。そのような行事の中で、最も
注目を集めたのがミス・コンテストであった。 
 
（２）ナヴァホ社会におけるミス・コンテス
トでは、自分たちの民族性を代表する知性と
教養、伝統文化への知識、そして近代文化を
よく理解し、目的意識をもって社会問題に取
り組む「指導者」として経験を積んだ女性が
「理想的」な女性像として選ばれる。女性の
身体とパフォーマンスを通して、共同体のモ
ラルやその地域独自の歴史・文化観が提示さ
れ、エスニシティが強化されてきたのである。
そのようなプロセスの中で、女性の「容姿」
は重要な審査項目ではなくなり、ナヴァホ社
会におけるミス・コンテストは主流社会でみ
られるような「西洋的」女性美が披露される
場ではなくなった。 
 
（３）近年、伝統文化への理解と実践が厳し
く審査されるようになり、９１年に羊の屠
殺・解体という高度な伝統技術の実践がミ
ス・コンテストの審査項目に導入された。羊
の屠殺・解体は伝統技術であるが、主流社会
への同化が進んだ現在、日常的に実践できる
若者はごく少数にとどまる。ナヴァホは文化
社会的に影響力のあるイベントに羊の屠
殺・解体を導入することによって、若者層に
おける伝統技術やナヴァホ語、そして羊をめ
ぐる伝統文化の活性化と復興をねらったの
である。 
 
（４）ミス・コンテストは共同体において共

有される「シンボル」や「実践」において、
「女らしさ」と「エスニシティ」を明確に定
義するものである。しかし、ナヴァホ社会に
おけるミス・コンテストの選考過程において
は、女性美に代表される「容姿」は問われな
くなった。その一方で、指導者としての人間
性と社会的活動への取り組みが審査され、羊
の屠殺・解体に代表される高度な伝統技術の
実践が要求されるのである。近年の伝統文化
復興運動の活性化の影響を受けて、ミス・コ
ンテストはナヴァホの民族性の高いイベン
トとして再定義され、民族的ナショナリズム
を強化していく機能をになうことになった
のである。 
 
以上より、ナヴァホ社会におけるミス・コン
テストでは、「女らしさ」というジェンダー
役割にとらわれないナショナリスト的表象
が提示されているといえよう。その一方で、
共同体のアイデンティティ形成において、ミ
ス・コンテストは伝統文化を復興させる装置
として機能するとともに、ナヴァホが民族的
ナショナリズムを形成する上で重要な役割
を果たしてきたのである。今後の課題として、
本研究の成果をミス・コンテストの多重的な機能
に着目した研究につなげていきたい。 
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